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連結子会社における債権の取立不能のおそれに関するお知らせ 
 

 当社連結子会社のひまわり証券株式会社において、債権の取立不能のおそれが発生しましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．発生した事実の概要 

 平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震後の国内株式相場の急落等に伴い、連

結子会社ひまわり証券株式会社において、株価指数先物・オプション取引顧客について決済損

に対する不足金が約 80 億円発生いたしました。 
 
２．不足金の発生に対する対応 

今般の不足金の発生に対応するため、当社グループでは、取引銀行からの融資により本日ま

でに 80 億円を調達しております。 

また、ひまわり証券では本日付で、当社を引受先とする 23 億円の第三者割当増資を実施する

とともに、不足金が生じた該当顧客に対する債権を当社に譲渡し、これらによりひまわり証券

の純資産額及び自己資本規制比率に影響はなく、同社の事業運営に支障はありません。 

なお、平成 23 年 3 月 17 日付「当社連結子会社の一部事業（証券事業）の廃止に関するお知

らせ」でお知らせしましたとおり、ひまわり証券では、証券事業からの撤退を決定し、すでに

証券取引に係る新規の口座開設及び新規注文の受注を停止しております。 

ひまわり証券では、今後、黒字部門であるＦＸ事業に注力し、業績の向上にまい進していく

所存です。 
 
３．当社の業績に与える影響 

 上記不足金額につきましては、現在、該当顧客からの回収に向けての専門部署を組織し、弁

護士の指導のもと鋭意回収作業に努めておりますが、速やかに入金されない不足金残高につい

ては、今後の回収可能性を個別に勘案し、平成 23 年 3 月期の連結決算において貸倒引当金繰入

による損失計上を行う見込みです。 

以上 


